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　本名たかむらともや。

たかやんは五中の教え子

達がつけてくれたあだ名。

「教育を語らせたら、止まら

ない男」。東京青山で生ま

れ、新宿で育つ。新宿区立

西戸山中学校で河合隆慶

先生との運命の出会いがあり、超悪ガキが勉

強を始め石神井高校へ。北海道大学3年生の

時に、突然教師を目指し始め、猛勉強。奇跡的

に卒業し、いきなり五中の一期生、3年4組を担

任する。1981年、ＮＨＫの「おはよう広場」にあ

の尾木ママと出演。五中の１年２組が全国に紹

介された。 現在、糖尿病と格闘中。10月,11

月、12月で300キロ走り血糖値を押さえてい

る。年に1000キロ走るのが目標。同時にテニ

スにのめり込み、年齢別の日本一を目指して

いる。「たかやん塾」で子ども達と一緒に勉強

することが生きがいである。好きな言葉は

「一生懸命」、好きなテニス選手はフェデラー、

好きな女優はハン・ヒョジュ、川口春奈。

幻の新座市議会報告第101弾！

沖縄１

　2014年になりました。午年ですから、年男です。

気合を入れていきます！14日から16日までの3

日間、"市民と語る会"の三人で沖縄に行ってきま

した。北大水産学部時代に奄美大島までは船で

行った事があったのですが、沖縄に上陸したのは

初めてのことでした。今回の視察の目的は沖縄県

うるま市立勝連小学校の”平和教育”と那覇市若

狭公民館の”ＮＰＯ法人による取り組み”沖縄市の

”中心市街地活性化計画”を学ぶことでした。

　しかし、僕には、昔からどうしても自分の目で見て

おきたい沖縄がありました。それが辺野古の海であ

り、普天間・嘉手納基地であり、読谷村の海とチビ

チリガマでした。

　最初の訪問地、うるま市立勝連小学校の伊波

先生から子ども達の作品を紹介して頂いていると

ころです。勝連小学校の子ども達はあの沖縄戦を

生き抜いたお年寄りの話を聞くことや、あの”対馬

丸事件”（1944年8月22日、沖縄から本土に疎開

する学童など1788人を乗せた学童疎開船「対馬

丸」が、鹿児島県沖で米潜水艦の魚雷攻撃を受

けて沈没した。名前が判明しているだけで、779人

の学童を含む1476人が犠牲になった。）の劇を演

じることを通して、平和の大切さを学び、友達への

思いやりを小さな胸に育んでいきます。小学校1.2

年生の作文に涙が出てきました。僕たちは素晴ら

しい平和教育を学ぶことができました。

　この綺麗な読谷の海から米軍は上陸してきました。
1945年の4月1日に上陸が始まり、2日にはチビチリ
ガマでの集団自決が起きたのです。
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